
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
伴
い
、
市
議

会
で
は
1
月
18
日
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
支
援
策
〈
第
９

弾
〉
を
議
決
し
ま
し
た
。

昨
年
春
以
降
、
年
４
回

開
催
の
通
常
会
議
に
加
え

て
、
緊
急
会
議
を
５
回
開

催
し
て
支
援
策
の
ス
ピ
ー

ド
審
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
私
も
経
済
民
生
常
任

委
員
会
委
員
長
と
し
て
、

支
援
策
の
第
３
の
柱
で
あ

る
地
域
経
済
対
策
①
事
業

者
緊
急
支
援
②
地
域
経
済

回
復
の
施
策
の
審
議
に
お

い
て
、
７
名
の
委
員
と
共

に
効
果
的
な
支
援
策
を
議

論
し
、
委
員
長
報
告
に
ま

と
め
て
、
議
会
と
し
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
議
決

し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
支
援
策
〈
第
９

弾
〉
は
、
第
３
の
柱
・
地

域
経
済
対
策
で
は
、
売
り

上
げ
が
急
減
し
た
事
業
者

へ
の
営
業
継
続
支
援
で
、

詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
無

休
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、➿

０
１
２
０
・

９
１
６
・
５
０
９
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
感
染
防
止
対
策

で
は
、
①
高
齢
者
等
入
所

施
設
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策
強
化
②
飲
食
店
に
お

け
る
感
染
防
止
対
策
強
化

③
事
業
者
の
感
染
防
止
対

策
等
の
支
援
、
④
P
C
R

検
査
費
用
・
医
療
費
の
追

加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
営
墓
地
・
霊
園
の

在
り
方
の
検
証
が
必
要

最
初
に
、
市
内
５
カ
所

に
あ
る
福
島
市
営
墓
地
と

新
山
霊
園
の
現
況
、
課
題

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
営
墓
地
５
カ
所
に
係

る
令
和
元
年
度
の
維
持
管

理
費
は
総
額
約
５
９
８
万

円
掛
か
っ
て
い
ま
す
が
、

新
山
霊
園
を
除
く
、
御
山
、

岩
谷
、
渡
利
、
天
王
寺
の

各
墓
地
に
つ
い
て
は
、
年

間
管
理
料
は
未
設
定
で
す
。

ま
た
、
答
弁
の
中
で
費
用

を
か
け
て
手
続
き
を
終
え

た
「
無
縁
墓
」
が
そ
の
後

も
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
す
。

今
後
、
受
益
者
負
担
の
原

則
を
下
に
、
墓
地
に
よ
っ

て
は
遅
れ
て
い
る
安
全
安

心
面
で
の
整
備
と
と
も
に
、

市
営
墓
地
・
霊
園
が
福
祉

的
観
点
を
重
視
し
た
公
共

の
施
設
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
、
検
証
が
必
要

な
時
期
を
迎
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
問
題

窓
口
一
本
化
を
！

次
に
、
引
き
こ
も
り
支

援
を
中
心
に
質
問
を
し
ま

し
た
。

現
在
、
福
島
市
で
は
担

当
所
管
ご
と
に
「
ひ
き
こ

も
り
家
族
教
室
」
、
ユ
ー

ス
プ
レ
イ
ス
自
立
支
援
事

業
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し

た
若
者
自
立
支
援
仕
事
体

験
事
業
な
ど
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
伺

う
と
と
も
に
、
今
回
、
特

に
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
８
０
５
０
（
は

ち
ま
る
・
ご
ー
ま
る
）
問

題
」
、
ひ
き
こ
も
り
子
ど

も
の
中
高
年
化
に
つ
い
て
、

本
市
の
現
状
と
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

多
く
の
場
合
、
悩
み
を

抱
え
、
ひ
き
こ
も
っ
て
い

る
方
は
、
自
ら
支
援
を
求

め
よ
う
と
は
せ
ず
、
ま
た
、

そ
の
家
族
も
相
談
し
に
く

い
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
行
政
か
ら
の
情
報
発

信
の
強
化
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
問
題
を
抱
え
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１
月
18
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策
〈
第
9
弾
〉
を
議
決

12月定例会議での一般質問。アクリル板越しなので反射しています

12
月
定
例
会
議
・
一
般
質
問
の
報
告

ひ
き
こ
も
り
問
題
等
３
つ
を
提
起
‼

昨
年
春
以
降
、
１
日
会
期
の
緊
急
会
議
を
５
回
開
催
し
て
ス
ピ
ー
ド
審
議

３
月
1
日
ま
で
「
事
業
者
営
業
継
続
緊
急
支
援
」
を
受
付
中



る
市
民
目
線
に
立
つ
と
き
、

相
談
し
や
す
い
窓
口
の
見

え
る
化
、
一
本
化
を
検
討

す
べ
き
時
期
で
す
。
分
か

り
易
い
体
制
を
整
え
、
一

般
に
は
他
人
に
は
相
談
し

に
く
い
子
供
の
ひ
き
こ
も

り
の
悩
み
に
、
行
政
が
丁

寧
に
寄
り
添
っ
て
、
子
ど

も
が
社
会
で
役
割
を
担
え

る
と
こ
ろ
ま
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

公
立
夜
間
中
学
の

本
市
へ
の
設
置
を
！

最
後
に
、
公
立
夜
間
中

学
の
福
島
市
へ
の
設
置
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

す
で
に
、
平
成
27
年
の

福
島
市
議
会
12
月
定
例
会

議
で
は
「
公
立
夜
間
中
学

の
整
備
と
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
を
可
決
し
て
国

に
提
出
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
１
年
後
に
「
義

務
教
育
の
段
階
に
お
け
る

普
通
教
育
に
相
当
す
る
教

育
の
機
会
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
」
（
義
務
教
育

機
会
確
保
法
）
が
公
布
、

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
改
め

て
、
国
の
夜
間
中
学
の
設

置
促
進
・
充
実
の
目
的
・

目
標
を
そ
の
背
景
を
含
め

て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

本
市
も
県
の
夜
間
中
学
設

置
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

間
の
夜
間
中
学
設
置
検
討

委
員
会
で
の
取
り
組
み
と
、

市
と
し
て
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、
地
元
で
は

庭
坂
小
学
校
の
校
庭
の
水

は
け
が
極
端
に
悪
く
な
っ

た
の
は
、
除
染
の
表
土
埋

設
時
に
、
敷
設
し
て
あ
っ

た
暗
渠
管
を
壊
し
た
た
め

で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を

持
た
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

昨
年
6
月
17
日
の
庭
坂

小
学
校
の
学
校
評
議
員
会

の
折
、
校
長
先
生
に
「
校

庭
の
水
は
け
の
問
題
は
解

決
し
た
の
か
」
と
お
尋
ね

し
ま
し
た
が
、
「
ま
だ
な

ん
で
す
」
と
の
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
担
当
所
管
を

尋
ね
歩
き
ま
し
た
が
、

「
予
算
が
な
い
」
と
の
鈍

い
反
応
で
し
た
。

情
報
を
集
め
る
中
で
、

最
終
的
な
カ
ギ
を
に
ぎ
る

の
は
除
染
工
事
の
窓
口
で

あ
っ
た
「
環
境
再
生
推
進

室
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
接
相
談
に
伺
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
の
水
は
け
が

悪
化
し
た
原
因
は
、
「
除

染
作
業
中
に
誤
っ
て
既
存

の
暗
渠
を
壊
し
た
た
め
か
」
、

「
埋
め
戻
し
に
使
っ
た
山

砂
か
」
と
な
り
、
調
査
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
27
日
開
催
の
「
第

17
回
吾
妻
地
区
除
染
等
対

策
委
員
会
」
の
席
上
、
環

境
再
生
推
進
室
の
報
告
が

終
わ
っ
た
後
の
「
そ
の
他
」

の
と
こ
ろ
で
、
吾
妻
地
区

自
治
振
興
協
議
会
の
中
原

利
彦
副
会
長
（
学
校
評
議

員
）
と
校
長
先
生
か
ら
、

こ
の
校
庭
の
水
は
け
問
題

が
出
さ
れ
て
、
今
後
の
調

査
と
改
善
が
公
の
場
で
確

約
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
11
月
下
旬
、

環
境
再
生
推
進
室
担
当
者

か
ら
、
「
こ
の
間
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
『
原
状

回
復
と
し
て
』
今
年
度
中

に
暗
渠
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
の

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

除
染
に
よ
る
表
土
埋
設

が
行
わ
れ
た
際
に
、
従
来

あ
っ
た
板
状
の
ド
レ
イ
ン

（
排
水
溝
）
が
壊
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

写
真
の
施
設
図
面
で
は

プ
ー
ル
の
西
側
。
今
回
は
、

原
状
回
復
と
し
て
、
直
径

１
５
０
㎜
の
主
管
を
中
心

に
し
て
、
直
径
75
㎜
の
左

右
10
本
の
枝
管
を
矢
羽
根

状
に
敷
設
す
る
も
の
で
す
。

学
校
関
係
者
と
と
も
に
、

合
同
地
区
民
大
運
動
会
で

盛
り
上
が
る
地
域
に
と
っ

て
も
一
安
心
で
す
。

一
昨
年
の
台
風
19
号
で
、

町
庭
坂
の
堀
之
内
地
内
で

大
堀
川
の
堰
に
流
木
等
が

引
っ
か
か
り
氾
濫
し
て
、

数
戸
が
床
上
・
床
下
浸
水

の
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

対
策
の
一
つ
と
し
て
、

今
ま
で
取
水
口
付
近
に
は

土
嚢
が
積
ん
で
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
の
大
堀
川

の
河
川
改
修
工
事
の
計
画

の
中
で
、
こ
の
箇
所
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
嵩
上

げ
が
決
ま
り
、
昨
年
10
月

中
旬
に
は
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
（
写
真
下
の
新
し

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
）
。

１
月
中
旬
、
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
か
ら
二
子
塚
共
同
墓

地
ま
で
の

間

の
市

道
・
南
中

谷
地
・
下

ノ
堂

線

の
一

部

40
ｍ
の
道

路

舗

装

が
２
期
目
の
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
「
共
同
墓
地
ま
で

の
区
間
が
、
冬
期
間
の
ク
ル

マ
の
通
行
が
困
難
で
あ
る
た

め
」
と
、
庭
塚
東
部
区
か
ら

自
治
振
要
望
と
し
て
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
総
延
長
は

２
４
０
ｍ
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
は
残
る
１
６
０
ｍ
が
継
続

事
業
と
な
り
ま
す
。
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暗
渠
工
事
を
実
施
し
て
〝
現
状
回
復
〟
へ

庭
坂
小
の
グ
ラ
ン
ド
の
「
水
は
け
問
題
」

堰
部
分
の
嵩
上
げ
工
事
が
完
成
！

二
子
塚
共
同
墓
地
ま
で
の
２
期
工
事
完
了


